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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態で、入荷してもポンプはつかない為、ポンプは廃棄せずにそのまま再利用すること。
・4月20日（月）に予定していた春の会は、新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、今回はやむなく中止とする。
※ご不明な点などあれば、行事運営委員会へ問い合わせること。
・4月30日（木）に部署懇談会実施予定。

・青陽館にて作業療法士の学生が実習予定。
　期間→4月13日（月）から8週間。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜外来患者様＞
・板橋　雅勝様～前回処方変更後、気持ちは同じだが、動きが落ち着いてきたという感じは自身ですると話す。腹部不快はなし。テレビカメラで監視されている感じはない。家族から特に言われる事もない。米は買い換えた。スーパーから購入している。様々な米を毎回変えて購入するようにしている。母も以前の米を食べていた時は腹部が張ると訴えていたが、今は訴えることはない。防腐剤が入っていた米はまだ２５ｋｇ程度残っている。日本では禁止されていない防腐剤であるが、アメリカではすでに禁止されていると話す。近所等自宅周辺ではおかしなことは起きてはいない。処方継続し、経過観察していく。
・森田　清助様～最近の様子としても特に変わりはなく経過していたようである。これまでのように街の方に出ているが、今はさすがに人が少ない状況であるという。夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。気分面での抑うつなどもなく精神病陽性症状も無く過ごせている。デイケアも続けて行っている。表情や話方も穏やかである。
・田端　香織様～最近の様子としては、家では料理をしたがることがあって、料理番組を見たりノートに書き留めたりしていた。身体的には便秘症状があって、赤十字病院に行ってラキソベロンを処方されて服用して、それで改善していたようである。夜間の睡眠は十分とれているようである。デイケア参加を続けている。幻覚症状は特に悪化する事もなかった。朝方の血圧が90程度で低いときがある。
・市澤　信行様～最近の様子としては、まだ手続きなどで忙しくしていることが多かったようである。気分面では、少し焦ってしまうこともあったが、少しずつは落ち着いてきていたようである。夜間の睡眠は3時間くらいはとれている。食欲も保たれていた。身体面では腰から下肢にかけて疼痛はまだあるようである。
